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クラウン撤去プライヤー
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使い方

1． クラウン撤去鉗子の平らな先をクラウンの歯頚部先端に当て、一方の細い先を咬合面に当て咬合面のどのへんに撤去鉗子の先端がくるかを確認します。マジックペンで印を付けても良いです。　　　　　　　　　　

2． クラウン咬合面に付けた印の箇所にタービンで穴を開けます。(図１)

3． クラウン撤去鉗子の平らな先をクラウンの歯頚部先端に当て、一方の細い先を咬合面に開けた穴に入れクラウンを撤去します。(図２)

　　　滑る場合はバーでアンダーカットを付けると確実です。
４．　接着が強い場合は、バイブレーターで緩めておくと容易になります。
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歯科用起子及び剥離子　13B3X00365000421


嘴部内側の円錐状の突起でテンポラリークラウンを好きな角度で滑らずに把持出来ます。








図　２





一般医療機器　歯科用起子及び剥離子　届出番号　13B3X00365000431
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咬合面に２mm位の穴を開ける





凸部を開けた穴に入れ、平部先端を歯頚部に当てる
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